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３
千
１
９
２
万
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
、
７
千
４
４

８
万
３
千
６
３
１
円
を
平
成
20

年
度
へ
繰
り
越
し
す
る
も
の
で

す
。

問

19
年
度
に
お
け
る
滞
納
世

帯
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答

６
月
１
日
付
け
で
４
千
２

４
１
世
帯
で
す
。
そ
の
う
ち
所

得
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
が

２
千
４
１
８
世
帯
、
率
に
し
て

滞
納
世
帯
全
体
の
う
ち
57
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に

階
層
別
に
見
ま
す
と
、
所
得
２

０
０
万
円
未
満
の
世
帯
２
千
４

１
８
世
帯
の
う
ち
、
所
得
１
０

０
万
円
未
満
の
世
帯
が
１
千
６

３
０
世
帯
、
所
得
ゼ
ロ
の
世
帯

が
９
６
２
世
帯
で
す
。

問

18
年
度
は
収
納
率
が
低
い

と
い
う
理
由
か
ら
、
国
か
ら
の

調
整
交
付
金
が
20
パ
ー
セ
ン
ト

カ
ッ
ト
さ
れ
た
が
、
19
年
度
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

同
様
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
減

で
す
。
額
に
し
て
８
千
４
３
４

万
７
千
円
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
額
25
億
８
千
２
７

５
万
３
千
１
５
９
円
、
歳
出
決

算
額
24
億
５
千
45
万
６
千
２
５

５
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

１
億
３
千
２
２
９
万
６
千
９
０

４
円
の
う
ち
実
質
収
支
額
８
千

２
２
９
万
６
千
９
０
４
円
を
平

成
20
年
度
へ
繰
り
越
し
す
る
も

の
で
す
。

問

介
護
保
険
料
の
不
納
欠
損

額
及
び
収
入
未
済
額
が
18
年
度

よ
り
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答

本
市
は
所
得
の
低
い
方
々

が
多
く
、
介
護
保
険
は
収
納
の

特
徴
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
で
き
る
制
度
で
す

が
、
そ
の
特
別
徴
収
が
で
き
な

い
普
通
徴
収
の
方
々
が
県
平
均

と
比
較
す
る
と
若
干
多
く
、
そ

う
い
っ
た
方
々
の
収
納
状
況
が

あ
ま
り
よ
く
な
い
と
い
う
実
態

が
あ
り
ま
す
。

問

普
通
徴
収
を
し
て
い
る
第

２
段
階
、
第
３
段
階
の
方
々
の

軽
減
措
置
の
拡
充
が
必
要
と
考

え
る
が
如
何
か
。

答

国
の
指
針
で
あ
る
減
免
３

原
則
に
基
づ
き
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

歳
入
決
算
額
７
億
５
千
５
０

０
万
１
千
２
２
４
円
、
歳
出
決

算
額
７
億
４
千
８
５
０
万
２
千

９
３
７
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
６
４
９
万
８
千
２
８
７
円

全
額
を
平
成
20
年
度
へ
繰
り
越

し
す
る
も
の
で
す
。

問

給
食
事
業
収
入
に
つ
い

て
、
不
納
欠
損
額
約
６
７
４
万

円
は
２
９
８
名
分
の
も
の
だ
が
、

収
入
未
済
額
約
２
千
８
０
０
万

円
は
滞
納
者
何
名
分
か
伺
う
。

答

18
・
19
年
度
分
の
納
付
誓

約
を
結
ん
だ
方
52
名
を
合
わ
せ

た
１
千
１
０
５
名
分
で
す
。

�
中
学
校
で
出
さ
れ
る
給
食

問

滞
納
が
増
加
し
た
原
因
の

１
つ
と
し
て
、
銀
行
振
込
に
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
徴

収
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
徴
収

率
を
高
め
る
方
法
を
検
討
し
た

の
か
伺
う
。

答

現
金
徴
収
し
て
い
る
学
校

が
市
内
で
１
校
あ
り
ま
す
が
、

県
か
ら
学
校
に
現
金
を
置
か
な

い
よ
う
に
と
の
通
達
が
出
て
い

る
関
係
か
ら
、
現
金
徴
収
を
な

く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

で
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

市
内
の
銀
行
、
ど
こ
で
も
納
め

ら
れ
る
よ
う
な
方
向
に
つ
い

て
、現
在
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
額
９
億
６
千
５
０

６
万
９
千
１
８
０
円
、
歳
出
決

算
額
８
億
８
千
５
９
１
万
１
千

８
７
７
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
７
千
９
１
５
万
７
千
３
０

３
円
の
う
ち
実
質
収
支
額
３
千

８
３
１
万
４
千
３
０
３
円
を
平

成
20
年
度
へ
繰
り
越
し
す
る
も

の
で
す
。

問

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
の
不
納
欠
損
額
が
大
幅
に
増

え
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

答

１
人
の
方
の
個
人
破
産
に

よ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
５
６

４
万
９
千
１
２
０
円
と
い
う
滞

納
額
を
、破
産
管
財
人
に
対
し
、

交
付
要
求
し
ま
し
た
が
、
配
当

な
し
と
い
う
決
定
で
し
た
の
で
、

不
納
欠
損
処
分
と
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
で
は
、
水
道
事

業
収
益
11
億
７
千
14
万
７
千
１

２
２
円
に
対
し
、
水
道
事
業
費

用
11
億
５
７
９
万
２
千
６
１
６

円
で
、
収
支
差
引
額
は
６
千
４

３
５
万
４
千
５
０
６
円
と
な

り
、
こ
れ
を
前
年
度
か
ら
の
累

積
欠
損
金
の
処
理
に
充
て
る
も

の
で
す
。
資
本
的
収
支
で
は
、

収
入
総
額
９
千
６
７
０
万
５
千

９
０
１
円
に
対
し
、
支
出
総
額

２
億
８
千
８
８
９
万
１
千
７
７

２
円
で
、
収
入
額
が
支
出
額
に

対
し
て
不
足
す
る
額
１
億
９
千

２
１
８
万
５
千
８
７
１
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

等
で
補
て
ん
す
る
も
の
で
す
。

問

19
年
度
に
お
け
る
給
水
停

止
対
象
件
数
及
び
給
水
停
止
件

数
を
伺
う
。

答

年
間
の
給
水
停
止
対
象
件

数
は
１
千
４
０
９
件
で
、
18
年

度
１
千
５
９
８
件
と
比
較
す
る

と
１
８
９
件
の
減
と
な
り
ま

す
。
給
水
停
止
件
数
は
３
２
４

件
で
、
18
年
度
５
５
１
件
と
比

較
す
る
と
２
２
７
件
の
減
と
な

り
ま
す
。
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